
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第83特定償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）及び減損損失の明細

（単位：千円）

資 産 の 種 類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却累計額 減 損 損 失 累 計 額 差引当期末

残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 71¶046¶748 4¶908¶697 98¶610 75¶856¶835 22¶148¶044 3¶498¶126 66¶009 ` 3¶189 53¶642¶782

構 築 物 6¶235¶588 308¶252 3¶775 6¶540¶065 3¶408¶780 219¶404 14¶174 ` ` 3¶117¶111

工 具 器 具 備 品 1¶478¶152 1¶027¶650 12¶603 2¶493¶200 1¶412¶282 118¶205 ` ` ` 1¶080¶917

船 舶 22¶074 ` 510 21¶564 21¶564 65 ` ` ` 0

計 78¶782¶562 6¶244¶599 115¶497 84¶911¶664 26¶990¶671 3¶835¶800 80¶183 ` 3¶189 57¶840¶810

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産以外）

建 物 8¶915¶601 2¶005¶078 3¶402 10¶917¶277 3¶743¶917 638¶880 18¶189 ` 18¶189 7¶155¶170

構 築 物 1¶021¶980 256¶333 21¶502 1¶256¶810 355¶373 76¶831 ` ` ` 901¶437

機 械 装 置 62¶591 7¶103 ` 69¶694 45¶434 6¶226 ` ` ` 24¶260

工 具 器 具 備 品 25¶747¶477 5¶615¶929 841¶370 30¶522¶037 17¶499¶360 4¶422¶991 ` ` ` 13¶022¶677

図 書 9¶556¶736 120¶834 ` 9¶677¶570 ` ` ` ` ` 9¶677¶570

船 舶 2¶700 2¶093 ` 4¶793 2¶778 888 ` ` ` 2¶015

車 両 運 搬 具 109¶275 5¶510 3¶629 111¶156 68¶581 13¶321 ` ` ` 42¶575

その他の有形固定資産 2¶462 ` ` 2¶462 2¶283 337 ` ` ` 178

計 45¶418¶822 8¶012¶878 869¶903 52¶561¶798 21¶717¶727 5¶159¶472 18¶189 ` 18¶189 30¶825¶883

有 形 固 定 資 産
（非 償 却 資 産）

土 地 249¶724¶830 ` ` 249¶724¶830 ` ` ` ` ` 249¶724¶830

美 術 品 ・ 収 蔵 品 747¶846 5¶712 649 752¶909 ` ` ` ` ` 752¶909

建 設 仮 勘 定 2¶479¶605 1¶965¶582 2¶388¶608 2¶056¶580 ` ` ` ` ` 2¶056¶580

その他の有形固定資産 10¶805 ` ` 10¶805 ` ` ` ` ` 10¶805

計 252¶963¶086 1¶971¶294 2¶389¶257 252¶545¶123 ` ` ` ` ` 252¶545¶123
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_ 減損の認識に至らなかった理由
{ ａの職員宿舎（独身用）敷地については、土地の時価が帳簿価格を上回っていることから、
減損の認識に至らなかった。

| ｂの職員宿舎（集合住宅）については、空室の一部を資産の有効活用及び経費削減を図る目
的で、平成22年度に予定されている校舎等の改修工事に伴う物品等の一時保管場所に利用する
ため、減損の認識に至らなかった。

} ｃの職員宿舎（集合住宅）ｄ～ａｃの職員宿舎（１戸建）ａｄ～ａｆの職員宿舎（４戸建）
ａｇの職員宿舎（２戸建）については、平成20年度からの筑波地区公務員宿舎の廃止計画に伴
い、廃止予定公務員宿舎に入居中の本学職員の移転先として使用稼働が確実に見込まれており、
当該資産がその使用目的に従った機能を現に有していることから、減損の認識に至らなかった。

（重要な債務負担行為）
１．ＰＦＩ事業である「筑波大学生命科学動物資源センター施設整備等事業」に関する維持管理費相
当分853¶628千円
２．ＰＦＩ事業である「筑波大学附属病院再開発に係る施設整備等事業」に関する病院運営支援費、
維持管理費等81¶456¶720千円、施設整備費33¶450¶926千円（元本相当額）
３．「筑波大学大塚地区校舎棟新営工事」に関する翌事業年度以降支払額1¶514¶368千円
（重要な後発事象）
該当事項はない。
（千円単位の金額の表示について）
各々の計数を表示単位未満で四捨五入しているため、合計額と符合しない場合がある。ただし、「利
益の処分に関する書類」については円単位で表示している。
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